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別紙資料３-１ 

 
【背景及び意義】 

 ⑴ 近年の新たな基本的人権を脅かす社会的な動向 

セクシャルハラスメントやパワーハラスメントに代表される職場等においてのハラ

スメント行為、またドメスティックバイオレンスのほか、デート DVといった暴力、さ

らにはスマートフォンの普及や SNS 等のデジタル化の進展によるリベンジポルノなど、

様々な問題が顕在化されてきており、守られるべき基本的人権が脅かされるような事

案が頻繁に取りざたされております。 

  

⑵ 新型コロナウイルス感染症拡大に伴う影響 

・新型コロナウイルス感染拡大で在宅時間が長くなった影響等で、同居人などから受け

る性暴力の相談が増加しているとのことです。 

  

出典：山梨日日新聞 2021 年 5月 12 日 

 

・内閣府「男女間における暴力に関する調査報告書」によると、20代女性のデート DV

被害は 4 人に 1 人であり、20 代男性では、９人に１人が被害を受けたことがあると

報告されております。 
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出典：内閣府「男女間における暴力に関する調査報告書」（令和３年３月） 

 

・また、無理やり性交されたことがある人のうち、被害にあった年齢は、19 歳以下が

最も多く（４９％）、加害者との関係は、面識のある人からの被害が大多数（８８％）

を占めております。 

 

 出典：内閣府男女共同参画局 男女間における暴力に関する調査（令和２年度調査） 

 

・なお、２０２０年度における全国のワンストップ支援センターに寄せられた性暴力や

性犯罪の相談件数は前年度比２３．６％増の５万１１４１件とのことであります。 

・また、２０２０年度におけるやまなし性暴力被害者サポートセンターに寄せられた性

暴力相談件数は、４３０件に上り、年々増加しているとのことです。 

 ※２０１８年度：２０６件、２０１９年度：３５１件 
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 出典：山梨日日新聞 2021 年 5 月 19 日 

   

・なお、本市における状況は、福祉課からの聞き取りによると例年、１件程度の相談件

数とのことであり、特段、増加している状況ではないとのことでした。 

 

 ⑶ 山梨県における対応 

令和 3年 7月 27 日、山梨県知事は、性別による社会格差を徹底解消する「男女共同

参画先進県」実現に向けて、取り組み断行宣言を表明しました。 

この中で、「新型コロナ拡大の影響等により、DVや性暴力の増加・深刻化を改めて認

識」されたと触れております。 

また、当面の重点施策の中で子供の頃からの理解促進が重要であることから、特に若

年層への意識啓発を強化することとしています。 
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 ⑷ 学校現場での子どもへの予防教育 

アメリカを代表する諸外国では、幼稚園くらいから被害者にも加害者にもならない

ように性教育をしているとのことです。 

日本では、学校での性犯罪・性暴力対策の強化方針を国において示しており、令和２

年度から３年間集中強化期間として取り組み（※）を行っているところであるものの、

伝統的ともいえる性教育のタブー視によって、ほぼ授業で取り入れあげられていない

状況であります。 

しかし、「デート DV 予防教育の必要性～効果測定調査報告と社会的コストについて

（NPO 法人デート DV 防止全国ネットワーク：２０２１年 5 月）」によると、生徒に対し

て予防授業を行った結果、統計的有意差が確認できたと報告されていることから、本市

において取り組みを行うことは重要と考えます。 

※ 性犯罪・性暴力対策の強化の方針（概要）別紙資料 3-2 

 

 ⑸ 男女共同参画推進計画での基本理念及び目標 

「男女がお互いに認め合い、協働するまち・韮崎」という理念の達成のため、５つの

目標があり、その５番目の目標に「人権が尊重される社会の形成」が掲げられておりま

す。 

人権は、全ての人に保障されていることは言うまでもありませんが、実際には人権侵

害ともいえる事柄が多く見受けられます。特に昨今、家庭内や恋人間での性的暴力が社

会問題となっており、被害者の大半は若年層の女性が占めている状況でもあります。 

また、知らずうちに加害者となるケースや反対に被害者自らが声に出せない状態に

あるなど、人権尊重の理念を改めて確認し、他人を傷つけない、自分の権利を守る（自

己決定権）という知識と力を築いていくことが重要と考えます。                                                                                                                             

  

 

【主な活動】 

  ６月２３日：グループ構成決定 

  ７月２８日：ＤＶ・ハラスメントについて講演（望月氏） 

  ８月   ：コロナ禍により中止 

  ９、１０月：働き方改革に関する講演（佐々木氏ほか） 

 １１月２４日：小沢指導主事、松本恵子氏を招聘 

        ・学校現場での性教育の取り組み状況 

        ・元 CAP メンバーによる取り組み内容 

 １２月１３日：事前打合せ 

 １２月２２日：ターゲット及び取り組み内容確認 

  １月 ６日：福祉課担当者聞き取り 
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        ・DV、デート DV の相談窓口、保健福祉センター担当者聞き取り 

        ・健康相談の中に DV等の相談あり 

        ・各学校からの依頼により、命の教育等において性差について講演 

  １月２６日：各自、取り組みについて提案・協議 

  ２月１６日：提言（案）をもとに協議 

  ３月２３日：提言（案）確定 
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